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 令和６年７月の大雨で大きな被害 

が発生した最上川下流・中流部と日 

向川・月光川の流域において、国と

県、沿川の市町村が連携して緊急的 

な治水対策を行う「最上川下流・中 

流緊急治水対策プロジェクト」と 

「日向川水系・月光川水系緊急治水 

対策プロジェクト」が本格的に始動 

します。これを受け、令和７年６月 

15日(日)にガーデンパレスみずほ 

(酒田市)において、両プロジェクト 

の合同着工式が開催されました。 

 式では、吉村美栄子知事と藤巻浩之

国土交通省水管理・国土保全局長に 

よる挨拶に続き、加藤鮎子衆議院議員、舟山康江参議院議員、芳賀道也参議院議員の来賓祝辞、そして県立酒田光陵

高等学校環境技術科の生徒2名から期待の言葉が述べられました。その後のセレモニーでは、工事着工号令に合わせ

関係者がボタンを押して河道掘削の重機を始動させました。 

 このプロジェクトでは、被災施設の復旧や河道掘削、土砂浚渫などを集中的に実施します。流域の関係者が連携

し、１日も早い復旧復興に向けて治水対策を推進してまいります。 

【出水期に備えた県の取組】 

 県では県管理河川の氾濫等に備えるため、令和３年３月に可搬式排水ポンプ

を導入し、庄内地域に２台配置しています。梅雨シーズンを前に、今年は５月

30日に赤川と青竜寺川の合流点において、国土交通省酒田河川国道事務所と

合同でこのポンプを使った排水訓練を行いました。 

   県民の皆様には、出水期を迎えるにあたり、①市町村が作成した洪水ハザー

ドマップを再度確認していただくとともに、②大雨時においては、右記のホー

ムページ等で雨量・水位、防災情報をご確認いただき、早めの避難をお願いし

ます。 

【６月は土砂災害防止月間】 

 毎年各地で土石流、地すべり、がけ崩れ等の土砂災害が頻発し、人命や財産

に甚大な被害が発生しているため、６月を「土砂災害防止月間」と定め、土砂

災害防止の意識高揚を目的とした警戒区域等の点検などを行っています。 

 梅雨・台風時期は土砂災害が増加します。右欄ＱＲコードの「土砂災害から

身を守るための３つのポイント」を確認し、土砂災害に備えましょう。 
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河川砂防課 河川維持調査担当 ☎ 0235-66-5621 

梅雨を迎え、大雨災害に備えましょう！ 
～ 河川の排水ポンプの操作訓練を実施しました ～ 

河川砂防課 河川維持調査担当 ☎ 0235-66-5621 

河川砂防情報システム 

洪水予報河川・水位周

知河川の水位、時間雨

量・累計雨量等を確認

できます。 

川の水位情報 

簡易型河川監視カメラ

映像、危機管理型水位

計の観測水位等を確認

できます。 

土砂災害から身を守るための３つのポイント 

～ 令和６年７月大雨被害を踏まえた河川整備が本格的にスタート ！ ～ 

最上川下流・中流及び日向川水系・月光川水系 
緊急治水対策プロジェクト合同着工式 
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  ６月４日、山形県庄内地方交通安全対策協議会（会長：庄内総合支庁長）では、交通安全のため特に顕著な 

 功績のあった個人及び団体に対し、表彰状を授与しました。 

  今回授与された方々は、交通指導員や交通安全関係団体の役員、小学校児童の登下校の見守り団体として、 

 長年にわたりご尽力され、交通事故防止に貢献された方々です。改めて深く感謝申し上げます。 

  昭和44年に第１回目の表彰が行われてから、表彰された方の数は、819名、362団体にのぼります。 

  協議会では、こうした多くの方々の御功績に感謝し、交通事故防止と安全運転意識の向上に向けて活動を 

 続けてまいります。 

 引き続き皆様の御協力をお願いします。 

 

   【交通安全功労者表彰受賞者】 

            （７名、２団体） 

    斎藤 広海  様（鶴岡市） 

    白旗 美和子 様（酒田市） 

    前田 紋一  様（酒田市） 

    本間 八四男 様（酒田市） 

    黒沼 弘   様（三川町） 

    星川 光康  様（庄内町） 

    齋藤 宰洋  様（遊佐町） 

    めろん子みまもり隊 様（鶴岡市） 

    あさひ小見守り隊  様（鶴岡市） 

   山形県では、本県漁業を先導する優れた漁業者を育成・確保するために、先進的な漁業経営を実践し、 

 地域漁業の振興と後継者の育成に意欲的に貢献していただく方を、知事が「指導漁業士・青年漁業士」と 

 して認定しています。 

  ５月27日、令和６年度をもって青年漁業士の任期を終えられた方１名に対し感謝状を贈呈し、令和７年度 

 新たに指導漁業士・青年漁業士として認定される６名に対し、認定証の交付を行いました。                             

                                                                                      当日は４名の方が出席され、はえ縄漁業者 

    からは、「資源管理により、庄内浜でも200 

    キロを超える大型のクロマグロが漁獲される 

    ようになった。庄内浜でクロマグロが漁獲さ 

    れることを知らない人も多いと思うので、小 

    中学生を対象としたマグロの解体ショーと試 

    食会などの魚食普及活動を増やして行き 

    たい。」との抱負が語られました。 

       認定された方々には、若手漁業者の指導や 

    研修生の受け入れ、先進的な漁業経営の実践 

  など、浜のリーダーとしての活躍を期待しま 

  す！ 

総務課防災安全室 ☎ 0235-66-5453 

水産振興課 振興普及担当 ☎ 0235-24-6045 

交通安全功労者の皆様に感謝をこめて！ 表彰状授与 

漁業士感謝状贈呈＆認定証交付式を開催しました！ 
～ 新たな浜のリーダーを認定 ～ 
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建築課 住宅営繕担当 ☎ 0235-66-5640 

総務課連携支援室 ☎ 0235-66-5442  

 庄内空港利用振興協議会では、庄内空港発着で羽田空港

を利用した乗り継ぎ便にご搭乗いただく方を対象に、ANA

サイトで宿泊付往復航空券をお得にご利用いただける割引

クーポンを発行するキャンペーンを実施中です。割引クー

ポンは乗継利用が対象です。（羽田空港ー庄内空港のみは

対象外） 

   お得なキャンペーンを活用して、大阪・関西万博や全国

各地の夏祭りにお出かけしてみませんか。 

詳しくはこちら 

公式ホームページ 

裸足(はだし)で歩ける庄内海岸を目指して！ 
～ 美しいやまがたの海クリーンアップ運動 ～ 

 山形県では「裸足で歩ける庄内海岸」を目指して、山形県海岸漂着物対策推進地域計画を策定し取組みを進めて

います。その取組みの一つとして、今年度も「美しいやまがたの海クリーンアップ運動」を展開しています。庄内

海岸のあちらこちらで様々な団体・ボランティアによる海岸清掃が行われています。 
 

   ⇒  一般ボランティア参加者募集の海岸清掃日時はこちら 

        https://www.pref.yamagata.jp/337026/kurashi/kankyo/kaigan/cleanup.html 

 

     環境課では、7月12日(土)に最上川河口右岸で、清掃活動を   

    実施しますので、ぜひご参加ください。 

       海ごみの７～８割は、陸域部から川を通して海に流れ出た 

    ものと言われています。ポイ捨てされたものや、風に飛ばさ 

  れたり、増水により側溝に入り込んだりしたごみが最終的に 

  海に流れ出します。 

       海を汚さないよう、また、海岸の景観を損なわないよう、 

  一人ひとりの心がけで海ごみを減らしていきましょう。 

     環境課 廃棄物・海岸漂着物担当 ☎ 0235-66-4914 

 現在の荒沢ダム管理事務所は、ダム竣工時の昭和

31年の建物です。庁舎裏は急傾斜が山頂まで続いて

いる場所に位置しており、落石の損傷を受けた経緯

があります。また、各種設備の更新や受電方法の変

更等により、設備等が収まらないことに加え、老朽

化が進んでいることから、対岸への建替を計画しま

した。本実施設計においては、設計業務の効率化、

生産性の向上を図るため、BIM※を活用しました。 

 昨年度法面対策工事が完了し、今年度は庁舎新築

工事を実施しています。年度内に完成予定です！ 

 

荒沢ダム管理庁舎を新しくします！ 

今がチャンス！おトクに万博へGO！ 

～ 乗り継いで、もっけだ [感謝] 割キャンペーン ～ 

荒沢ダム管理新庁舎 完成イメージ図 
※BIMとはBuilding Information Modelingの略で、3Dモデルを 

 ベースに建築物の情報を一元的に管理し、設計変更や数量計 

 算、コスト管理などを効率的に行うことを可能にする、ソフト 

 ウェアや仕組みを意味します。 
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 今年の夏は、平年より高い気温になると見込まれ 

れています。 

   熱中症対策のポイントは、水分補給と暑さを避け

ることです。 

   こまめに水分を補給するなど、日頃から熱中症の 

予防を心掛けましょう。 

 過去５年に熱中症で救急搬送された方の約６割は 

65歳以上の高齢者で、ご高齢の方は特に注意が必

要です。また、約半数の方は建物内で熱中症となり

搬送されており、暑さを感じなくても、エアコン等

により適切な温度調節が必要です。 

  熱中症に注意しましょう！ 

 

 

 今年は、市街地でのクマの目撃情報が相次いでおり、県では 

人身被害を防ぐため、クマ出没注意報を発令しています。 

○各市町の公式LINEなどでクマの出没情報を受け取れるようにし、 

 出没地の近くに行くときは十分注意しましょう。 

○クマを誘引しないよう、家の周囲に取り残しの果実や野菜、 

 生ゴミなどは放置しないようにしましょう。 

○山に行くときは、ラジオやクマ避けの鈴、笛など音の出る物で、 

 自分の存在をクマに知らせましょう。 

クマに注意！ ～ 目撃多数で注意報発令中 ～ 

環境課 環境企画・自然環境担当 ☎ 0235-66-4744  

フグを釣り上げても調理するのはやめましょう。  

庄内では、レジャーシーズンに釣りを楽しむ方が

たくさんいらっしゃいます。釣った魚を自ら調理し

味わうのは、釣りの醍醐味でもあります。 

しかし、釣り上げたフグを自ら調理し、毒のある

部位を食べ重篤な症状が現れた食中毒が発生してい

ます。 

フグを調理するには高度な知識と技術が必要で、

素人調理はとても危険です。信頼のできるお店から

毒を除去したフグを購入してください。 

フグによる食中毒に注意しましょう 

生活衛生課 乳肉衛生管理担当 ☎ 0235-66-5663  

保健企画課 企画調整担当 ☎ 0235-66-4932  

 

  世界共通の持続可能

な開発目標SDGsで掲

げられている17の目標

の一つに「ジェンダー

平等を実現しよう」が

あります。  

 男女共同参画社会の実現と女性活躍の推進は、世界

共通の課題です。 

 庄内総合支庁では１階ロビーにて、６月23日(月)か

ら27日(金)までパネル展を実施します。お時間のある

方はぜひお立ち寄りください。       
 

 

       6月23日～29日は 
   男女共同参画週間です 

 こども家庭支援課 子育て支援・女性青少年担当                 

                   ☎ 0235-66-5457      

 熱中症アラートや暑さ指数

（WEGT）のメール配信サービス

が無料でご利用いただけます。 

 詳しくは右のQRコードから、

環境省「熱中症予防情報サイト」

をご覧ください。 


